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学術情報流通を俯瞰し学術情報流通の将来と研究
活動基盤自体の変革に興味を持つ

•1990年代：デジタル化とweb化
– 東京大学・理学部（有機合成化学））で研究しながら、学術情報流通

の変革に実地で参画（化学者＆ITオタクとして）

– 試薬管理DB、ジャーナル査読DBから電子ジャーナル開発へ

•2000年代：web活用の本格化とオープン化
– 日本化学会にて、電子投稿査読開発、電子ジャーナル化、世界最速

レベルの出版体制構築、 ビジネスモデルの確立、オープンアクセス対
応などをこなす（出版者として）

•2010年代：研究成果の拡張（論文からデータ）と研究インパ
クト計量の新展開
– 科学技術・学術政策研究所で、科学技術予測調査の傍ら、

altmetrics等インパクトアセスメント手法の調査、オープンアクセス、
オープンサイエンス政策などの調査研究と実装に取り組む（内閣府、
RDA、OECD、G7） 2



本日のメッセージ

•オープンサイエンスは研究のありかたそのものを変えうるもの
であり、それに応じて、より健全な研究評価体制を生み出し、
産業振興にも繋がるものである。

•当面の具体策は研究データの共有に関わるものであり、「相
対的に（今より）」オープン化することによって、研究の効率化、
および加速と、社会への迅速な波及効果を狙うものである。
（必ずしもフルオープン化ではない）

•しかしながら、研究者、学協会、学術出版産業等が短期間
に変容することは難しく、また、現実的なデータ公開、共有の
インセンティブも必要。

•データジャーナルの開発と運用は当面、もっとも現実的な施
策であり、研究者にも受け入れられやすい。
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背景とひずみ

• 研究者と論文数の増大

• 学術商業出版社の台頭、寡占と価格高騰化

• 研究の多様性と質の担保の相克

• Peer Reviewの限界

• 定量的な研究評価のニーズの高まり

• 論文、特許、被引用数に（結果的に）偏重しやすい

• IFの功罪

• 公的資金で行われた研究に対する社会説明責任

WebインフラとICT技術の進展による打開を模索
5

ネットワーク化

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 
Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.

SciVal, SciVerse
WOS, InCites
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ID(識別子)の浸透により、
どの研究機関の誰がどの研究費を使ってどんな研究をし、
その成果とインパクトはどうだったかがわかる時代へ

Internet

研究者

研究機
関

論文

(成果)

研究費

ORCID
E-Rad
KAKEN-研究者リゾルバー
READ

DOI

データマイニング
Open ID
オープンアクセス

研究費の透明性の確保
社会への説明

引用・アクセス数などに
よる横断的パフォーマン
ス解析＋Altmetrics

論文誌の電子ジャーナルをめぐる最近の動き，科学技術動向, 2009/7, 100, 10‐18.
(改変)

研究パフォーマンス測定ツール

•研究パフォーマンスベンチマーク
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ほとんどが論文、被
引用数（web以前か
らあるインフラ）ベー
スであり、使い方を間
違えると研究の多様
性と研究力そのもの
を失いかねない

電子ジャーナルの次の
学術情報サービスとし
て展開
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多面性、多次元性

altmetrics

林、計量書誌学から研究活動計量学へ、
情報の科学と技術（2014）
http://ci.nii.ac.jp/naid/110009872675
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Open Access



日本の政策の動き（オープンサイエンス）

•“「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討
会」報告書：我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方
について ～サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け～”. 
2015-03

•第8期学術情報委員会 学術情報のオープン化の推進につ
いて（中間まとめ）. 文部科学省, 2015-09. 

•日本学術会議オープンサイエンスの取組に関する検討委員
会 （平成27年度）

•(平成27年版科学技術白書)

•「第5期科学技術基本計画」. 2016-1
第4章2節3項「オープンサイエンスの推進」
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第4章「科学技術イノベーションの基盤的な力の強化」
・今後起こり得る様々な変化に対して柔軟かつ的確に対応する
ため、若手人材の育成・活躍促進と大学の改革・機能強化を中
心に、基盤的な力の抜本的強化に向けた取組を進める。

（2）「知の基盤の強化」③「オープンサイエンスの推進」
・オープンサイエンスの推進体制を構築し、公的資金による研究
成果については、その利活用を可能な限り拡大することを、我
が国のオープンサイエンス推進の基本姿勢とする。

論文のオープンアクセスから
オープンサイエンスに至る俯瞰図

Open Access Open Science

オープンデータ
(Open gov.)

研究データのオープン化

Creative Commons

オープンソース

2000’s 2010’s

Science 2.0+

Citizen Science

Self Archiving

Science Commons

機関リポジトリ Full OA (mega) journal

論文への 研究成果の

データベース, リポジトリ

研究活動のオープン化アクセスから 再利用へ

データ共有

データジャーナル

オープンイノベーション

漸次的な変化
改善・機能強化

非連続な変化
再設計

Code for X
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（学術的な活動）

（公、民間の活動）



研究者にとってのオープンサイエンス

•研究データの「より」オープン化（Data Sharing)

•研究活動の「より」オープン化（Collaboration）

– Inter-disciplinary with researchers

– Trans-disciplinary with citizens

– これまでの研究スタイルが悪いのではなく、新たなスタイルの「付加」

•新しい研究活動によるゲームチェンジ

– 研究成果公開の新展開

– 研究貢献者のより広い認識

– 研究評価の新展開

•すべての施策は科学技術・学術、産業、文化が発
展し、研究者の貢献が認められることが前提
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安心・安全なデータ共有文化作り

•簡便な蓄積

– 研究データ基盤整備

•簡便な利用とユースケース作り

– サービスデザイン（これがないと研究ができない）

– 利用に関するライセンス(例えオープンでも)

– マシンリーダブル

•健全な評価と報酬（Reward）

– 当面はデータ引用文化の醸成と評価への展開

•文化醸成のためのステークホルダーの対話の繰
り返し

– 欧米でもまだ中途＝日本も主体的に取り組めるチャ
ンス
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まずは論文のエビデンスに近いところから

•研究者の行動習慣の中に組み込まれている

– 査読の過程でエビデンスデータ提出を求められるこ
とが増えている

– Nature関連誌の義務化等 doi : 10.1038/ndigest.2016.161239

•再利用データとして現在もっとも確実

– データの背景がわかり、形式がより整っており

– 公開物の付属情報として知財の問題が発生しにくい

•研究者の支持を得られやすい

•論文の付録からデータジャーナル（データパー
ト）への昇格

15

（実験、試験的取り組み）
包括的なデータ共有・保存・管理

一部を除いて、データ共有の作法、事業永続性を担
保する手法について、まだ科学全般的なコンセンサス、
あるいは各研究者コミュニティのコンセンサスが整っ

ていない領域

付録
データ

実験 出版分析 整形

公開
共有

非公開
個人・機関

所有

(相対的データ量)

大 中 小

集積・統合

データリポジトリ
（玉石混淆の場合あり）

データジャーナル
（一定の質保証がされたデータセット）

データ出版

論文

引用

引用

データ消失 or
見えないデータ化

従来の付録公開
（インセンティブ小）

データ作成貢献の
見える化と再利用

の促進
＋論文の根拠の透明化

整形
登録
引用

派生
論文

引用

登録

登録

Data Data Data

Review

喫緊の実践的課題

→使えるデータ化

論文の根拠データからの
共有と活用

研究立案段階からの研究管理
研究マネジメントツールの活用など

OA出版事業の援用と、
引用などに基づく影響度測定

イラストの一部は以下を再利用Kratz J and Strasser C 2014 
[v2; ref status: indexed, http://f1000r.es/3hi] F1000Research 
2014, 3:94 (doi: 10.12688/f1000research.3979.2)

オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その3）研究データ
出版の動向と論文の根拠データの公開促進に向けて
http://data.nistep.go.jp/dspace/handle/11035/1144



データリポジトリ群

データジャーナル

データ記述様式
(Data Descriptors)

ジャーナル

・データリポジトリ毎のメタデータ記述
・データの質は作成者に依存

・データの査読による均一性の保証

API等を通じたデータマ
イニングによる派生研究

信頼性の高いデータに
基づく分析、考察

マシン間（MtoM）による接続引用

コンバート



データジャーナルを開発、運用する上で

•そのデータが必要とされているか、

– 誰が使うか、データ再利用の価値、しやすさの議論
と調整は十分か

•そのデータを提供する側に意味があるか

– 提供者、学協会がhappyか（できれば報われるか）

– リスクマネジメントは十分か（データのライセンス
の取り扱いは十分か）

•その運用は持続可能か

– 当面はGold OAのAPCモデルではあるが

•その運用は、データの公開と引用文化の醸成と
評価やビジネスへの展開を意識しているか 19

例) 数学

社会との関わり：直接的

社会との関わり：間接的

産業界、知財と近い 産業界、知財と距離

例) 医薬（ミクロ）、

材料科学

例) 高エネルギー科学

（相対的にオープン化しやすい）

（相対的にオープン化しにくい）

通常、知財で保護され

ているが、オープンに

することでイノベーショ

ンのツールになりうる

領域

先行領域であり、研究の発展、社会への波及の

両面からさらに推し進めるべき

研究者コミュニティ

間でデータ共有す

るメリットが大きい

一見難しく見られるが、先進的な取

り組み（例・創薬のオープンプラット

フォーム、マテリアルゲノム等）が生

じつつある

市民科学

オープンサイエンスに係る分野別マッピング例

例） 防災・環境科学

生物学、疫学

例) 天文・地球科学
デジタル

人文社会学
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オープンサイエンスのメリット

を最も享受しやすい
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ご清聴ありがとうございました

Twitter : hayashi_kaz

Facebook, LinkedIn, Mendeley

Kazuhiro Hayashi (with a picture)
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